
【取組内容④】 ・教員がいつでも学び、授業実践に対して意見共有できるための工夫

春日井市立坂下中学校（愛知県）【協力校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

現職教育では、教務主任が主導して行うだけでなく、公開授業をする先生を中心に、授業での効果的なア
プリの使い方や授業に役立つアイテムについてレクチャーをしてもらい、全教員が活用できるようにしてい
る。それにより、テキストマイニングやJambord、チャットなどの活用が各教科で進んだ。

現職教育のために設定できる
時間は限られているため、レジ
ュメにこれからの研究に関わる
動画や資料のサイトを掲載し、
他の時間にも学ぶことができる
ように工夫している。
また、専用のチャットには、

研修で学んだことや読んでおく
とよい書籍の情報を投稿できる
ようにし、効率よくいつでも教
員が学べる環境を整えている。


